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対
象　

越
前
大
野
駅
で
通
勤
定
期

券
や
回
数
券
、
五
人
以
上
の
団

体
で
乗
車
券
を
購
入
し
た
市
民

助
成
額　

利
用
区
間
の
購
入
費
ま

た
は
運
賃
の
五
割

申
請
方
法

①
通
勤
定
期
券　

定
期
券
の
有
効

期
間
終
了
後
一
年
以
内
に
定
期

券
を
提
示

②
回
数
券　

回
数
券
の
購
入
日
よ

り
一
年
以
内
に
回
数
券
の
最
終

券
（
表
紙
）
を
提
示

③
団
体　

越
前
大
野
駅
で
発
行
さ

れ
る
証
明
書
を
提
示

必
要
な
物　

印
鑑
と
通
帳
（
郵
便

局
以
外
）

※
証
明
書
の
発
行
で
窓
口
が
込
み

合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
乗
車

券
は
、
な
る
べ
く
前
日
ま
で
に

購
入
し
て
く
だ
さ
い

申
請
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課

　

市
民
生
活
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
６
３
）

券
に
つ
い
て
、
購
入
費
の
五
割
を

助
成
し
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
ぜ

ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

※
五
人
以
上
の
団
体
で
乗
車
券
を

　

購
入
す
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

　

同
様
五
割
助
成
で
す

　

福
井
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
一
部
区
間
を
バ
ス
で

代
行
し
、
運
行
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
。
一
人

ひ
と
り
が
少
し
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
、
復
旧
へ

の
最
大
の
支
援
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
乗
っ
て

早
期
全
線
復
旧
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　

福
井
豪
雨
以
降
、
越
美
北
線
の

利
用
者
が
一
日
平
均
で
約
三
割
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
通
勤
客

の
減
少
が
目
立
っ
て
お
り
、
一
日

の
乗
客
数
は
七
百
人
程
度
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
の
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
回
数
券
・
定
期
券
の
助
成

率
引
き
上
げ
や
、
越
前
大
野
駅
が

企
画
す
る
日
帰
り
旅
行
プ
ラ
ン
へ

の
助
成
な
ど
、
利
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

十
月
一
日
購
入
分
か
ら
、
回
数

券
・
通
勤
定
期
券
の
助
成
率
を
五

割
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
回
数
券
は
三
割
、
通

勤
定
期
券
は
一
カ
月
と
三
カ
月
が

二
割
、
六
カ
月
は
一
割
を
そ
れ
ぞ

れ
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
す
べ
て
の
回
数
券
・
通
勤
定
期

利
用
者
が
３
割
減
少

通
勤
定
期
券
な
ど
５
割
助
成

助成の例：越前大野駅　　　福井駅の場合

区　　分 通　　常 助成後

1カ月通勤定期券 19,250円 9,625円

3カ月通勤定期券 54,870円 27,435円

6カ月通勤定期券 93,750円 46,875円

回数券（11枚つづり） 6,500円 3,250円

利用者が大幅減少！

助
成
制
度
を
拡
充

助
成
制
度
を
拡
充
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駅
プ
ラ
ン
助
成
制
度

　

越
前
大
野
駅
で
全
国
の
Ｊ
Ｒ
の

切
符
が
購
入
で
き
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
。
例
え
ば
福
井
駅
か

ら
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
る
場
合
や
、
家

族
・
親
類
が
県
外
か
ら
帰
省
す
る

場
合
な
ど
も
、
越
前
大
野
駅
で
切

符
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

越
前
大
野
駅
の
売
り
上
げ
が
伸

び
る
こ
と
は
、
越
美
北
線
の
早
期

全
線
復
旧
に
向
け
て
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
の
切
符
は
、

で
き
る
だ
け
越
前
大
野
駅
で
購
入

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

越
前
大
野
駅
で
は
、
乗
車
券
や

指
定
席
券
の
予
約
を
電
話
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
窓
口
で
の
待
ち

時
間
が
短
く
な
り
、
と
て
も
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間

平
日　

午
前
七
時
三
十
分
〜
午
後

七
時
十
五
分

土
日
・
祝
日　

午
前
七
時
三
十
分

〜
午
後
六
時
十
五
分

※
午
後
四
時
十
分
〜
四
時
四
十
分

は
閉
鎖
し
ま
す

問
合
せ
先　

越
前
大
野
駅
（
☎
66

　
・
３
３
５
０
）

　

越
美
北
線
の
利
用
者
を
増
や
す

に
は
、
市
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客

へ
の
Ｐ
Ｒ
も
大
切
で
す
。
「
大
野

へ
は
越
美
北
線
で
」
皆
さ
ん
の
呼

び
掛
け
が
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

●
乗
る
運
動
を
進
め
る
会

　

「
越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗

る
運
動
を
進
め
る
会
」
で
は
、
鉄

道
や
バ
ス
の
楽
し
さ
、
便
利
さ
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
家
族
連

れ
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
三
十
日
に
開
か
れ
た
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
福
井
市
な
ど
か
ら
約

六
十
人
が
参
加
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
案
内
で
七
間
朝
市
や
寺
町

を
散
策
し
た
後
、
平
沢
領
家
に
移

動
し
て
サ
ト
イ
モ
掘
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
昼
食
に
は
サ
ト
イ
モ
な

ど
を
煮
込
ん
だ
「
の
っ
ぺ
い
汁
」

を
味
わ
い
、
秋
の
一
日
を
満
喫
し

ま
し
た
。

●
特
典
い
ろ
い
ろ
観
光
利
用
券

　

市
外
か
ら
越
美
北
線
で
大
野
市

を
訪
れ
た
人
に
、
越
前
大
野
駅
で

観
光
利
用
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。
市
内
観
光
施
設
の
入
館

無
料
券
や
、
お
ろ
し
そ
ば
一
杯
無

料
券
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
特
典
が

付
い
て
い
ま
す
。

切
符
は
越
前
大
野
駅
で

電
話
で
予
約
で
き
ま
す

サトイモ掘りを体験

大
野
へ
は
越
美
北
線
で

七間朝市などまちなかを散策七間朝市などまちなかを散策

サトイモ掘りを体験

越美北線時刻表

越前大野駅発 福井駅着
5:34 6:38
6:32 7:47
7:16 8:32
10:07 11:12
11:17 12:20
15:00 16:03
16:52 17:55
19:20 20:27
20:10 21:11

福井駅発 越前大野駅着
6:45 8:00
9:02 10:05
13:16 14:20
15:01 16:05
16:49 17:52
18:12 19:16
19:02 20:06
20:34 21:36
21:41 22:44

　

越
前
大
野
駅
が
企
画
す
る
関
西

方
面
の
日
帰
り
旅
行
プ
ラ
ン
（
駅

プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て
、
一
人
当
た

り
二
千
円
を
助
成
し
ま
す
。
家
族

旅
行
や
地
区
の
旅
行
な
ど
に
利
用

く
だ
さ
い
。

対
象　

越
前
大
野
駅
で
駅
プ
ラ
ン

を
申
し
込
ん
だ
市
民

対
象
と
な
る
駅
プ
ラ
ン
（
12
月
）

①
京
都
駅
ビ
ル
食
・
遊
体
験

②
冬
の
京
都　

洛
中
散
策

③
摂
津
峡
温
泉　

名
代
む
し
風
呂

　

と
「
こ
よ
み
会
席
」

④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン

※
駅
プ
ラ
ン
の
内
容
は
季
節
に
合

わ
せ
て
変
わ
り
ま
す

助
成
額　

一
人
当
た
り
二
千
円

申
請
方
法　

旅
行
終
了
後
三
十
日

以
内
に
、
越
前
大
野
駅
で
証
明

を
受
け
た
「
駅
プ
ラ
ン
助
成
金

交
付
申
請
書
兼
請
求
書
」
を
提

示
必
要
な
物　

印
鑑
と
通
帳
（
郵
便

局
以
外
）

申
請
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課

　

市
民
生
活
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
６
３
）

越前大野駅発 九頭竜湖駅着
5:18 5:48
10:07 10:38
14:46 15:16
17:54 18:24
20:08 20:38

九頭竜湖駅発 越前大野駅着
5:55 6:27
10:47 11:15
14:11 14:39
18:46 19:14
20:44 21:12

福井駅―越前大野駅間

越前大野駅―九頭竜湖駅間

12月20日より一部運転時刻の見直しがあります
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今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

����年

⑤
地
球
物
理
学
者

　
　
　

竹
内
均
さ
ん
逝
去

１
月20

日
「
桃
木
峠
の
大
杉
」
絵
本
集
を

発
刊

2
月12

日
不
法
投
棄
の
情
報
提
供
で
市
森

林
組
合
・
市
漁
協
組
合
と
市
が
協
定

締
結
▼
14
日
関
西
大
野
会
が
発
足
▼

22
日
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｉ
Ｃ　

Ｊ
Ａ
Ｍ
」
開
催
▼
「
真
名
川

水
辺
の
楽
校
」
実
施
計
画
ま
と
ま
る

3
月６日

富
田
小
学
校
新
校
舎
完
成
▼
17

日
中
部
縦
貫
自
動
車
道
幅
く
い
設
置

▼
18
日
和
光
園
に
特
別
養
護
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
棟
「
古
志
の
郷
」
完
成
▼
Ｊ

Ｒ
越
前
大
野
駅
に
「
駅
清
水
」
お
目

見
え

4
月１日

Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
通
勤
定
期
券
に

助
成
開
始
▼
真
名
川
ダ
ム
放
水
量
を

増
量
▼
17
日
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
」
発
足

▼
24
日
五
箇
で
創
作
イ
ベ
ン
ト
「
春

水
」
開
催
▼
25
日
荒
島
岳
初
の
山
開

き
に
２
０
０
人

5
月８日

〜
虹
の
画
家
「
靉
嘔
（
あ
い
お

う
）
展
」
開
催
▼
28
日
「
真
名
川
水

辺
の
楽
校
」
の
管
理
運
営
団
体
「
ビ

オ
フ
レ
ン
ズ
」
発
足

①
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康

　

お
お
の
21
」
策
定

⑥
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携

　

へ
拠
点
基
本
構
想
を
策
定

②
「
平
家
平
」
利
活
用
の
方

　

向
性
ま
と
ま
る

⑦
市
内
小
・
中
学
校
再
編
計

　

画
を
策
定

③
市
初
の
幼
保
園

　
　
　

阪
谷
保
育
園
完
成

⑧
市
制
施
行
50
周
年

　

式
典
に
約
５
０
０
人
参
加

④
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
楽
し
く

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
策
定

１月

２月

3／24

４月

4／20

４月

６月

7／1
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ニュースニュース
10大10大

的中者に記念品

市政市政
あなたが選ぶ

　平成16年もあとわずか、今年も
いろいろな出来事がありました。
皆さんはどのようなことが印象に
残りましたか。
　市政10大ニュースは皆さんの投
票で決まります。右側16項目から
10項目を選んで投票してください。

投票方法　
●はがきの場合
　　住所・氏名・年齢・項目番号
を番号順に明記し、市役所情報
広報課広報広聴係
　〒912-8666  大野市天神町1-1
まで郵送
●投票用紙の場合
　　各公民館や図書館、市民課の
窓口などに備え付けの投票箱へ
投票用紙で投票
●電子メールの場合
　　表題に「市政10大ニュース投
票」と明記し、10項目を選んで
送信
　Ｅメールアドレス
　yamabiko@city.ono.fukui.jp
締め切り
　12月14日㊋（消印有効）
賞品
　10項目的中した人に図書券を進呈
　※的中者多数は抽選で10人

6
月５日

「
平
家
平
作
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
始
ま
る
▼
24
日
「
鷲
鷹
図
屏
風
」

市
文
化
財
に
指
定

7
月２日

乾
側
小
学
校
・
幼
稚
園
で
米
パ

ン
給
食
ス
タ
ー
ト
▼
11
日
参
議
院
議

員
選
挙
で
山
崎
正
昭
さ
ん
三
選
▼
17

日
中
京
大
野
会
が
発
足
▼
「
大
野
の

あ
ゆ
み
改
訂
版
」
を
発
刊
▼
「
お
お

の
議
会
だ
よ
り
総
集
版
」
を
発
刊

8
月15

日
お
お
の
ア
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ
イ
ベ

ン
ト
「
水
の
瞳
」
開
催
▼
大
野
少

年
の
翼
７
年
ぶ
り
に
復
活
▼
山
口
真

未
さ
ん
全
国
書
写
書
道
大
会
小
学
生

の
部
で
グ
ラ
ン
プ
リ
▼
武
井
姉
弟
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
Ｊ
ｒ
世
界
選
手

権
出
場

9
月葵ク

ラ
ブ
が
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
全
国

大
会
で
ベ
ス
ト
８

10
月１日

勝
原
線
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行

開
始
▼
10
日
国
民
文
化
祭
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
「
ぎ
ゅ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
は
じ
ま

り
」
開
催

11
月20

日
「
大
野
第
九
演
奏
会
」
６
年
ぶ

り
に
開
催

⑬
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
建
設

　

に
関
す
る
住
民
投
票
請
求

⑨
「
お
お
の
子
ど
も
サ
マ
ー

　

フ
ェ
ス
タ
」
開
催

⑩
平
成
16
年
７
月
福
井
豪
雨

　

市
の
被
害
12
億
円
余
り

⑪
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
ご　

み
処
理
施
設
、
起
工

⑭
民
家
周
辺
に
ク
マ
出
没
相

　

次
ぐ

⑫
ト
ゲ
ウ
オ
全
国
サ
ミ
ッ
ト

　

に
秋
篠
宮
さ
ま
ご
臨
席

7 月～

7月

7月

9／25

9／27

9 月～

⑮
ス
ポ
レ
ク
福
井
２
０
０
４

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
開
催

⑯
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
仮

　

称
）
建
設
工
事
始
ま
る

10/4・5

11 月
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入
園
料　

１
万
８
０
０
円

保
育
料　

月
額
５
７
０
０
円

※
入
園
料
・
保
育
料
は
改
定
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
給
食
費
・
教
材
費
な
ど
が
必

要
と
な
り
ま
す

申
込
期
間　

12
月
１
日
㊌
〜
17
日
㊎

申
し
込
み
方
法　

教
育
委
員
会
ま

　

た
は
各
公
立
幼
稚
園
に
あ
る

入
園
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
入
園

を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
提
出

入
園
決
定　

３
月
中
に
入
園
許
可

証
を
送
付

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
２
１
）

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
市
内
の
公

立
幼
稚
園
へ
入
園
を
希
望
す
る
幼

児
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

資
格　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在

で
満
３
歳
以
上
の
幼
児

　

平
成
17
年
度
の
各
保
育
園
の
特

別
保
育
の
実
施
予
定
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
前
に
保
育
園
ま

た
は
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

た
は
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園

へ
提
出

入
園
決
定　

２
月
上
旬
に
面
接
と

調
査
を
行
い
、
３
月
中
に
可
否

を
通
知

申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

線
４
７
４
）

●
保
育
料
に
つ
い
て

　

保
育
料
は
、
入
園
す
る
子
ど
も

の
年
齢
と
保
護
者
（
父
母
の
み
）

の
所
得
税
額
な
ど
に
応
じ
て
算
定

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
人

数
に
よ
り
、
保
育
料
が
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
保
育
な
ど

　

就
労
と
育
児
の
両
立
支
援
に
、

特
別
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
保
育　

家
庭
で
保
育
の
で
き

な
い
乳
児
（
０
歳
児
）
の
保
育

延
長
保
育　

通
常
午
後
６
時
ま
で

の
保
育
時
間
を
、
午
後
６
時
30

分
ま
た
は
午
後
７
時
ま
で
延
長

一
時
的
保
育　

仕
事
の
都
合
や
冠

婚
葬
祭
、
病
気
な
ど
急
に
家
庭

で
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
の
一
時
的
な
保
育

　

平
成
17
年
４
月
か
ら
市
内
の
保

育
園
（
公
立
・
民
間
）
へ
入
園
を

希
望
す
る
乳
幼
児
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

資
格　

原
則
と
し
て
平
成
16
年
12

月
31
日
以
前
生
ま
れ
で
、
保
護

者
が
仕
事
な
ど
で
保
育
で
き
な

い
家
庭
の
乳
幼
児

申
込
期
間　

12
月
１
日
㊌
〜
17
日
㊎

申
込
方
法　

市
役
所
ま
た
は
各
保

育
園
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関

係
書
類
を
添
え
て
、
福
祉
課
ま

保
育
園
と
公
立
幼
稚
園

入
園
申
し
込
み
受
け
付
け

保育園名 区分 電　話 所在地 定員
特別保育
延
長

乳
児

一
時

義 景 保 育 園 公立 66・3333 清水119-12-1 60 ○
亀 山 保 育 園 民間 65・1104 水落町3-35 60 ○ ○ ○
あ か ね 保 育 園 公立 66・5273 水落町7-24 45 ○
誓 念 寺 保 育 園 民間 65・6167 錦町4-17 70 ○ ○ ○
北 部 保 育 園 公立 66・2750 中荒井町1-202 60 ○
誓念寺中野保育園 民間 65・6166 中野64-18-3 90 ○ ○ ○
い と よ 保 育 園 民間 66・3848 清和町710 120 ○ ○ ○
開 成 保 育 園 民間 65・1103 新庄5-15-2 120 ○ ○ ○
春 日 保 育 園 公立 66・4005 日吉町24-6 60 ○ ○
いなやま保育園 民間 66・0038 篠座94-39 90 ○ ○ ○
篠 座 保 育 園 民間 65・6570 篠座74-32 60 ○ ○ ○
上 庄 保 育 園 民間 64・1217 稲郷43-5 90 ○ ○ ○
荒 島 保 育 園 公立 66・4103 蕨生126-29 45 ○
阪 谷 保 育 園 公立 67・1070 伏石11-14 30 ○ ○ ○

市 内 保 育 園 一 覧

保
育
園

公
立
幼
稚
園

12月
１～17日

幼稚園名 電　話 所在地

乾側幼稚園 65・6263 牛ヶ原66-1

小山幼稚園 65・2911 下舌9-1-1

上庄幼稚園 64・1140 稲郷27-11

富田幼稚園 66・4257 上野42-17

阪谷幼稚園 67・1070 伏石11-14

市内公立幼稚園一覧



27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

市 民 課 窓 口 平常 平常 平常 平常

税務課納税窓口 平常 平常 午前８時半～
　　午後４時

午前８時半～
　　午後４時 平常 平常

ごみの持ち込み 平常 平常 午前８時半～
　　午後４時

午前８時半～
　　午後４時 平常 平常

し尿くみ取り 平常 平常 平常 平常

休日急患診療所 午前９時～ 
午後９時　

午前９時～ 
午後９時　

午前９時～ 
午後９時　

図 　 書 　 館 平常
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い
ま
す
。
受
診
の
際
は
、
保
険
証

と
服
用
し
て
い
る
薬
が
あ
る
場
合

は
薬
の
説
明
書
を
必
ず
持
参
く
だ

さ
い
。
（
☎
65
・
８
９
９
９
）

　

図
書
館
は
、
12
月
27
日
か
ら
１

月
４
日
ま
で
休
館
で
す
。

　

ま
た
12
月
14
日
か
ら
平
成
17
年

３
月
末
日
ま
で
は
、
図
書
の
貸
し

出
し
期
間
を
２
週
間
か
ら
３
週
間

に
延
長
し
ま
す
。

め
１
・
２
月
は
休
業
で
す
。
３
月

ま
で
各
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

　

し
尿
の
く
み
取
り
業
者
は
、
29

日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
休
業
と
な

り
ま
す
。
年
末
は
大
変
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
業
者
へ
の
依
頼
は
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

１
月
１
日
か
ら
３
日
は
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
休
日

急
患
診
療
所
で
急
患
の
診
療
を
行

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
発
行

な
ど
の
業
務
は
28
日
ま
で
行
い
ま

す
。
年
明
け
は
特
に
混
雑
し
ま
す

の
で
、
用
件
は
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
と
税
証
明
は
電
話
で
予

約
が
で
き
ま
す
。
市
民
窓
口
係
（

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
や
婚
姻
届
、
死
亡
届
な

ど
は
、
休
み
の
間
で
も
当
直
室
で

受
け
付
け
ま
す
。

　

税
務
課
で
納
税
に
関
す
る
相
談

や
納
付
の
窓
口
を
29
日
と
30
日
に

開
設
し
ま
す
。

　

燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い

ご
み
は
、
30
日
の
収
集
地
区
ま

で
、
缶
類
・
古
紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
29
日
の
収
集
地
区
ま
で

収
集
し
ま
す
。
各
地
区
の
最
終
収

集
日
を
確
認
し
て
、
ご
み
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

29
日
と
30
日
は
午
後
４
時
ま
で

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
ご
み
の

持
ち
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

空
き
び
ん
回
収
は
、
積
雪
の
た

まちおこしシンポジウム
　住み良いまちとは？訪れたいまちとは？皆さんも一緒
に考えてみませんか。参加は自由です。

日　　時　12月4日㊏ 午後1時30分～
場　　所　文化会館
基調講演（午後1時30分～）
●まちづくりとツーリズム　
　講師　岡崎昌之さん（法政大学教授）
●まちづくりと産業振興
　講師　岡本義行さん（法政大学教授）
パネルディスカッション（午後3時～）
野嶋慎二（福井大学助教授）▼増渕敏之（ソニーミュ
ージック部長）▼中村利章（市観光協会会長）▼吉田
多輝子（ふわわ女性の会会長）▼南部隆保（南部酒造
場代表取締役社長）▼藤堂規行（大野商工会議所青年
部理事）▼高田育昌（大野地区まちづくり推進協議会
会員）▼駒原真佐子（女性農業従事者）※敬称略

問合せ先　秘書政策課政策係（☎66・1111内線432）

市
民
課
窓
口
は
28
日
ま
で

納
税
窓
口
を
特
別
に
開
設

ご
み
収
集
30
日
ま
で

く
み
取
り
は
早
め
に

正
月
三
が
日
の
急
患
は

図
書
の
貸
し
出
し

休

休

休

休

休

休

休

休

年 末 年 始 　 市 の 業 務
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おやつの上手な取り方

保
健 衛 生 課

2004.12　№ 189

～ちょっと気になる健康料理～
野菜たっぷりコーンスープ

（エネルギー：112㌔㌍、塩分：1.3㌘／ 1人前）

　野菜がたっぷりで体が温まる、大人にも子ども
にも人気のメニューです。
①ブロッコリーは小さめに切り、柔らかくゆでる
②タマネギ、ジャガイモは、皮をむいて一口大に切
　る。ニンジンは皮をむいて、いちょう切りにする
③Ａと②をなべに入れて、柔らかくなるまで煮る
④③にクリームコーンと牛乳を
　加え、コショウで味を整え、
　一煮立ちしたら火を消す
⑤器に盛り付け、ブロッコリー
　を飾って出来上がり

材料（３人分）
ブロッコリー…60㌘
タマネギ………90㌘
ニンジン………30㌘
ジャガイモ……60㌘
コショウ………少々

　

何
か
と
忙
し
い
十
二
月
。
忙
し
さ
に
紛
れ
て
、
お
や
つ
ば

か
り
食
べ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
脂
質
や
糖
分
を
多
く

含
ん
だ
お
や
つ
の
取
り
過
ぎ
は
、
肥
満
や
糖
尿
病
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
お
や
つ
の
種
類
や
量
を
選
び
、
上
手
な
お
や
つ

の
取
り
方
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

（８）

皆さんの健康づくりを後押しします。保健衛生課（☎65・7333）

【健康おおの21】今月のキャッチフレーズ

おやつも選ぼう質と量

足
り
な
い
栄
養
を
補
給

　

そ
も
そ
も
、
お
や
つ
に
は
「
足

り
な
い
栄
養
素
を
補
う
」
と
い
う

目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
育
ち
盛
り
の
子
ど
も

は
、
成
長
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し
ま
す
。
ま
た

大
人
は
仕
事
な
ど
で
、
脳
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
ブ
ド
ウ
糖
）
が
不
足
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を
補
給

す
る
の
が
お
や
つ
で
す
。

　

し
か
し
脂
質
や
糖
分
の
多
い
お

や
つ
の
取
り
過
ぎ
は
、
肥
満
や
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

お
や
つ
を
食
べ
る
と
き
は
、
食

事
量
や
運
動
量
な
ど
、
自
分
の
生

活
習
慣
に
合
わ
せ
て
種
類
や
量
を

選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

肥
満
が
増
加

　

市
が
行
っ
た
生
活
習
慣
病
検
診

の
結
果
に
よ
る
と
、
体
格
指
数
Ｂ

Ｍ
Ｉ
（
体
重
÷
身
長
の
二
乗
）
が

二
十
五
以
上
の
肥
満
者
の
割
合
は

平
成
十
二
年
度
に
一
七
・
四
％
、

おやつのカロリー
種　　類 目　安　量 カロリー（Kcal）

大福もち １個（90㌘） 240
ケーキ １個（100㌘) 320
チョコレート １枚（30㌘） 160
ポテトチップス １袋（70㌘） 393
アイスクリーム １個（200㍉㍑） 263
バナナ １本（100㌘） 80
ミカン １個（100㌘） 40
リンゴ １個（300㌘） 160
牛乳 １本（180㍉㍑） 120

十
三
年
度
に
二
一
・
七
％
、
十
四

年
度
に
は
二
二
・
八
％
と
、
年
々

増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
原
因
の
一
つ
と
し
て
お
や
つ
の

取
り
過
ぎ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
日
八
十
㌔
㌍
が
目
安

　

食
事
の
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、

一
日
に
食
べ
る
お
や
つ
の
量
は
、

約
八
十
㌔
㌍
を
目
安
に
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

　

ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
せ
ん
べ
い
な
ら

三
枚
程
度
、
バ
ナ
ナ
な
ら
一
本
、

ミ
カ
ン
な
ら
二
個
、
リ
ン
ゴ
な
ら

半
個
ぐ
ら
い
が
目
安
で
す
。
果
物

は
体
に
良
い
と
思
っ
て
食
べ
過
ぎ

る
人
が
い
ま
す
が
、
果
糖
が
含
ま

れ
糖
分
が
多
い
の
で
食
べ
過
ぎ
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

食
べ
過
ぎ
な
い
工
夫

　

消
費
す
る
以
上
に
取
り
過
ぎ
た

カ
ロ
リ
ー
は
、
脂
肪
と
し
て
体
内

に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
余
分
な
カ
ロ

リ
ー
を
取
ら
な
い
よ
う
、
次
の
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
一
日
に
食
べ
る
量
を
決
め
る

○
ス
ト
レ
ス
解
消
は
、
運
動
な
ど

　

ほ
か
の
方
法
で

○
集
ま
り
で
の
付
き
合
い
食
い
、

　

習
慣
的
な
甘
味
食
い
を
避
け
る

　

こ
の
ほ
か
、
満
腹
感
を
得
に
く

い
糖
分
中
心
の
お
や
つ
を
避
け
、

牛
乳
や
お
に
ぎ
り
な
ど
、
ゆ
っ
く

り
吸
収
さ
れ
る
も
の
を
選
ぶ
の
も

賢
い
方
法
で
す
。　　コンソメスープの素

Ａ　………………１個
　　水………240㍉㍑
クリームコーン缶
………………180㌘
牛乳…………90㍉㍑
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暮
ら
し
の

不法投棄は犯罪です！

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
や
野
焼
き
の
禁
止
に

伴
い
、
ご
み
の
不
法
投
棄
が
増
え
て
い
ま
す
。
不
法

投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
犯
罪
行
為
で
す
。

違
反
し
た
場
合
、
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

片
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
土
地
の
管
理
者
は
、
不

法
投
棄
さ
れ
た
上
に
処
分
の
労
力

や
費
用
ま
で
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
年
も
各
地
区
で
住
民
に
よ
る

不
法
投
棄
物
の
一
斉
撤
去
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
一
部
の
心
な
い
人
の

た
め
に
、
多
く
の
労
力
や
費
用
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

監
視
体
制
を
強
化

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
て
片
付
け

る
だ
け
で
は
、
根
本
的
な
解
決
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
捨
て
ら

れ
な
い
よ
う
な
防
止
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
地
域
を
見
回
る
環
境
監

視
員
の
委
嘱
や
、
郵
便
局
・
森
林

組
合
・
漁
協
と
の
情
報
提
供
協
定

の
締
結
な
ど
、
監
視
体
制
の
強
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
不
法
投
棄
の
防
止
に

最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
監
視
の
目
を
光
ら

せ
る
こ
と
で
す
。

　

不
法
投
棄
の
現
場
を
見
か
け
た

場
合
は
、
市
役
所
ま
た
は
警
察
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

捨
て
に
く
い
環
境
を

　

駐
車
場
や
空
き
地
に
粗
大
ご
み

な
ど
を
放
置
し
て
い
る
と
、
ご
み

が
ご
み
を
呼
び
、
不
法
投
棄
の
温

床
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
す
る
と
？

　

不
法
投
棄
は
地
域
の
景
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
土
壌
や
水
質

な
ど
身
近
な
自
然
環
境
に
も
重
大

な
被
害
を
与
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
第
十

六
条
は
「
何
人
も
み
だ
り
に
廃
棄

物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
五
年

以
下
の
懲
役
か
一
千
万
円
以
下
の

罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
さ

れ
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
、
投
棄
未

遂
で
あ
っ
て
も
同
様
に
処
罰
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
や
分
別
を

し
な
い
、
収
集
日
を
守
ら
な
い
な

ど
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
行
為
も
不
法
投
棄
に
含
ま
れ

ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

住
民
に
迷
惑
が

　

空
き
地
や
山
林
な
ど
私
有
地
へ

の
不
法
投
棄
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

捨
て
た
人
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
、
土
地
を
管
理
し
て
い
る
人
が

６月に行われた不法投棄物の一斉撤去

　

日
ご
ろ
か
ら
適
切
な
管
理
を
心

掛
け
、
捨
て
さ
せ
な
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

○
雑
草
を
刈
り
取
り
、
常
に
清
潔 

　

な
環
境
を
保
つ

○
さ
く
や
看
板
を
設
置
し
、
簡
単 

　

に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る

○
頻
繁
に
見
回
り
を
す
る

確
認
。
ご
み
の
出
し
方

　

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
も

う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
決
め
ら
れ

　

た
日
の
朝
八
時
ま
で
に
、
正
し

　

く
分
別
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
へ
出
し
ま
し
ょ
う

▼
家
電
四
品
目
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア

　

コ
ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
）
や

　

家
庭
用
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
消
費

　

者
が
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を
負
担

　

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ご
み

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は
出
さ
ず
、

　

購
入
店
な
ど
へ
処
分
を
依
頼
し

　

て
く
だ
さ
い

▼
粗
大
ご
み
な
ど
は
、
直
接
ク
リ

　

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
農
業
用
廃
棄
物
や

　

タ
イ
ヤ
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　

タ
ー
で
処
理
で
き
な
い
ご
み
は

　

購
入
店
ま
た
は
専
門
業
者
に
処

　

分
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い



が
ポ
イ
ン
ト
で
す
」
と
監
督
で
主

将
を
務
め
る
土
田
祐
美
子
さ
ん
。

　

全
国
大
会
は
、
四
十
九
の
代
表

チ
ー
ム
を
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
を
目
指

し
て
対
戦
、
優
勝
し
た
四

チ
ー
ム
で
決
定
戦
を
行
う

も
の
で
す
。
葵
ク
ラ
ブ
は

ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
ま
で
進
出

し
、
香
川
県
の
代
表
チ
ー

ム
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

　

エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
と

し
て
大
会
で
活
躍
し
た
水

谷
美
由
紀
さ
ん
は
「
自
分

に
出
さ
れ
た
ト
ス
は
全
部

決
め
る
つ
も
り
で
臨
み
ま

し
た
。
あ
と
一
つ
勝
て
ば

ベ
ス
ト
４
だ
っ
た
し
、
ニ

セ
ッ
ト
目
は
接
戦
だ
っ
た

の
で
悔
し
か
っ
た
で
す
」

　

指
導
者
と
し
て
チ
ー
ム

を
支
え
る
寺
島
晶
弘
さ
ん

　

助
が
受
け
ら
れ
る
人
は
除
く

協
議
会
の
活
動
手
順

○
区
長
な
ど
を
通
じ
て
、
対
象
予

　

定
者
の
名
簿
を
作
成
し
、
市
に

　

提
出
。
市
で
対
象
に
な
る
か
ど

　

う
か
審
査

○
除
雪
対
象
者
の
把
握
と
、
除
雪

　

を
円
滑
に
行
う
た
め
の
活
動
計

　

画
を
策
定

○
除
雪
が
必
要
か
ど
う
か
を
判
断

　

し
、
除
雪
対
象
者
宅
の
屋
根
雪

　

下
ろ
し
を
実
施

補
助
額　

一
回
七
千
円
を
協
議
会 

　

に
補
助
（
年
二
回
ま
で
）

問
合
せ
先　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
８
４
）

登
録　

雪
下
ろ
し
作
業
が
可
能
な

　

人
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

性
別
・
連
絡
先
を
総
務
課
ま
で

※
電
話
に
よ
る
登
録
可

紹
介　

ど
う
し
て
も
自
力
で
屋
根

　

雪
を
下
ろ
せ
な
い
人
は
、
総
務

　

課
ま
で
。
郵
送
、
電
話
ま
た
は

　

フ
ァ
ク
ス
で
作
業
者
の
情
報
を

　

紹
介
し
ま
す

費
用　

紹
介
は
無
料
で
す
が
、
作 

　

業
は
有
料
と
な
り
ま
す

登
録
・
問
合
せ
先　

総
務
課
行
政

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２

　

４
４)

その７

　

こ
れ
か
ら
冬
本
番
。
本
格
的
な

降
雪
、
積
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
自
力
で
屋
根
雪
を
下

ろ
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
な
ど

を
地
域
で
支
え
る
事
業
や
、
屋
根

雪
下
ろ
し
作
業
者
の
登
録
と
紹
介

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
ご
と
に
区
長
や
民
生
委

員
な
ど
で
構
成
す
る
「
地
域
ぐ
る

み
雪
下
ろ
し
協
力
推
進
協
議
会
」

が
、
除
雪
対
象
者
宅
の
屋
根
雪
下

ろ
し
を
実
施
し
た
場
合
に
、
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

除
雪
対
象　

自
力
で
屋
根
雪
を
下

　

ろ
す
こ
と
が
困
難
で
、
次
の
い

　

ず
れ
か
に
該
当
す
る
所
得
税
が

　

非
課
税
の
世
帯
の
人

○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

○
高
齢
者
の
み
の
二
人
暮
ら
し

○
一
人
暮
ら
し
障
害
者

※
市
内
の
親
族
な
ど
、
除
雪
の
援 
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葵
あおい

ク ラ ブ

　

チ
ー
ム
バ
レ
ー
で
全
国
大
会
出
場

今月のスナップ

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
　〒912-8666大野市天神町1-1
　市役所情報広報課広報広聴係
　（☎66・1 1 1 1　内線441）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

壁の材料で“コテ絵”体験
（2004おおの産業フェア）

　

葵
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
五
月
に
開

か
れ
た
「
第
三
十
五
回
全
国
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選

会
」
で
初
優
勝
し
、
九
月
に
仙
台

市
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

結
成
は
昭
和
五
十
一
年
で
、
中

学
生
の
時
か
ら
ず
っ
と
競
技
し
て

い
る
人
や
、
こ
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
始
め
た
人
な
ど
、
約
三
十
人
が

所
属
。
と
に
か
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

が
大
好
き
な
メ
ン
バ
ー
が
、
家
事

や
仕
事
と
両
立
し
な
が
ら
毎
週
月

曜
日
と
木
曜
日
の
夜
、
陽
明
中
学

校
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
一
チ
ー

ム
十
五
人
し
か
登
録
で
き
な
い
た

め
、
二
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

鍛
え
合
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

「
お
と
な
し
さ
と
明
る
さ
の
両

面
を
持
っ
た
選
手
が
多
い
中
で
、

若
い
人
が
中
心
と
な
っ
て
声
を
掛

け
、
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
い

か
に
試
合
の
リ
ズ
ム
に
乗
れ
る
か

は
「
試
合
で
大
事
な
の
は
全
員
バ

レ
ー
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。

年
の
差
な
く
私
生
活
で
も
交
流
し

て
い
る
関
係
が
、
良
い
結
果
に
つ

な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

補助制度あれこれ地
域
ぐ
る
み

　
　
　
　

雪
下
ろ
し
支
援

屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
者

　
　
　
　
　

登
録
と
紹
介
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　今年もあとわずか。年の瀬の慌
ただしい時期となりました。
　里芋や黒豆など、正月のおせち
料理に欠かせない食材がずらり。
　大野特産の里芋は、中身がしっ
かりしているので、煮れば煮るほ
ど身が締まり、おいしいですよ。

　朝市は大みそかの31日まで。ぜ
ひお出掛けください。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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ケ
イ
ト
リ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
さ
ん

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州

出
身
の
二
十
二
歳
。
市
の
国
際
理

解
教
育
推
進
員
と
し
て
八
月
に
着

任
し
、
市
内
の
幼
稚
園
や
小
学
校

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
理
解
教
育
推
進
員
と
は
、

幼
稚
園
児
や
児
童
と
英
語
を
通
し

て
交
流
し
な
が
ら
国
際
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
市
が
採
用
し

て
い
る
も
の
で
、
ケ
イ
ト
リ
ン
さ

ん
は
三
人
目
で
す
。

　

大
学
で
知
り
合
っ
た
日
本
の
友

達
か
ら
浮
世
絵
な
ど
の
話
を
聞
い

て
、
日
本
文
化
に
興
味
を
持
っ
た

ケ
イ
ト
リ
ン
さ
ん
。
四
年
前
に
初

め
て
日
本
を
訪
れ
、
日
本
語
は
も

ち
ろ
ん
、
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に

交
流
し
合
う
の
か
、
さ
ら
に
勉
強

し
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
シ
ア
ト

ル
近
く
の
海
と
山
が
見
え
る
ま
ち

で
す
。
今
回
大
野
市
に
初
め
て
来

ま
し
た
が
、
お
城
が
あ
り
四
方
を

山
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
景
色
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
」

　

九
月
の
終
わ
り
か
ら
市
内
の
幼

稚
園
や
小
学
校
で
授
業
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
機
会
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
顔
写

真
が
入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
幣
を

使
い
〝
英
語
で
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー

ム
〞
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
授

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
み
ん
な
積
極
的
な
の
で
、
楽

し
く
授
業
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
は
英
語
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
し
、
そ
れ
以
上
に
文
化

の
違
い
に
つ
い
て
会
話
を
通
し
て

伝
え
ら
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

自
分
も
日
本
の
文
化
に
触
れ
よ

う
と
、
休
日
な
ど
を
利
用
し
て
三

国
の
海
岸
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛

け
た
り
、
和
服
の
着
付
け
を
体
験

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本

食
は
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
そ

う
で
「
一
つ
だ
け
選
ぶ
な
ら
す
き

焼
き
で
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　今月は版画で作る年賀状の本を紹介します。
　芋、木、消しゴムの３種類の異なる素材を使った
年賀状の作り方が、写真と図版でわかりやすく解説
されています。
　春の優しい花々を先取りした芋版画や力強い風景
の木版画、楽しさあふれる消しゴム印などの作品例
が掲載され、本書の最後には、そのまま使える下絵
もついています。
　身近にある材料で、楽しみながら、心のこもった
年賀状を作ってみませんか。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

魔
術
王
事
件
（
二
階
堂
黎
人
）
あ

の
夏
、
風
の
町
に
消
え
た
（
香
納

諒
一
）
偽
り
の
館
（
折
原
一
）
砂

漠
の
船
（
篠
田
節
子
）
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ

（
五
十
嵐
貴
久
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

夜
回
り
先
生
と
夜
眠
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
（
水
谷
修
）
遺
書
（
田
原

節
子
）
頑
張
ら
な
く
て
も
で
き
る

介
護
（
山
崎
え
り
子
）
ラ
ッ
キ
ー

ガ
ー
ル
（
佐
藤
真
海
）

【
児
童
図
書
】

に
ゃ
ー
こ
ち
ゃ
ん
（
高
橋
和
枝
）

お
で
ん
お
ん
せ
ん
に
い
く
（
中
川

ひ
ろ
た
か
）
り
っ
ぱ
な
お
お
か
み

に
な
り
た
い
屋
（
中
島
和
子
）
空

の
て
っ
ぺ
ん
銀
色
の
風
（
ひ
ろ
は

た
え
り
こ
）
ぼ
く
が
ウ
ィ
リ
ア
ム

と
名
づ
け
た
わ
け
（
リ
ン
ダ
・
ケ

ン
プ
ト
ン
）

【
絵
本
】

う
ん
こ
日
記
（
村
中
季
衣
・
川
端

誠
）
あ
い
つ
も
と
も
だ
ち
（
内
田

麟
太
郎
）わ
に
わ
に
の
お
ふ
ろ（
小

風
さ
ち
）
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
ク

リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
（
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
・
ベ
イ
リ
ー
）

　

そ
の
他
、
四
百
一
冊
入
り
ま
し

た
。

小町谷新子・尾身伝吉・上村
旺司　著　　日貿出版社　刊

楽しく手作り

　『芋と木と　　　　　　
　  消しゴムの年賀状』

問合せ先　朝市出荷組合
　（☎69・9520：月～金、午前中）

英
語
を
通
し
て
、
楽
し
い
国
際
理
解

ケ
イ
ト
リ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
さ
ん
（
22
歳
・
泉
町
）

大
野
特
産　

里
芋

児童が朝市を体験



かご作り講座（10月23日）
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　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　 「第24回奥越マラソン大野大会」が11月７日、大
野市役所前を発着するコースで行われました。市内
外から約1000人のランナーが参加。ハーフの部や
親子の部など５種目16種別に分かれ、思い思いの
ペースで秋の大野路を駆け抜けました。

秋の大野路を快走

　「ゆきんこ」の定期公演「市こども劇場あつまれ
ちびっこ！！」が10月23日、文化会館で開かれまし
た。幼児や小学生による愛らしい演技の数々に、会
場に詰めかけた大勢の家族や友達から大きな歓声が
あがっていました。

ちびっこ　音楽劇などでハッスル

　学びの里づくりを目指す市と協力協定を結ぶ福井大学
が11月６日、学生の課外活動を発表するイベントを開催
しました。今年８月、御清水をテーマに提

ちょうちん

灯作りを体験
するアートイベントを企画した学生３人は、地域住民と
一緒に作業した時の様子や成果などを発表しました。

福大生“地域と連携”発表

　10月から11月にかけて「シルバーメンズクッキ
ング教室」が有終会館で開かれました。４回シリー
ズで男性にも料理の基礎を学んでもらおうと、市社
会福祉協議会が主催したもので、１回目の10月25
日には12人が参加。慣れない作業に四苦八苦しな
がらも、焼きサバずしなどを完成させました。

男性も料理の基礎を

　公民館周辺でいろいろな太さのつるを採集し、オリ
ジナルのかごを作製する「木のつるでかご作り講座」
が10月23日、五箇公民館で開かれました。31日には
「食と手作りのつどい」も開かれ、大勢の参加者が、
深まりゆく五箇の秋を満喫しました。

五箇の秋　満喫

かご作り講座（10月23日）



　七間朝市振興協議会主催の「三大朝市物産まつり」
が10月23、24日に七間通りで開かれました。今年
は20回目を迎え、輪島朝市の出荷やマグロの解体
ショーも開催。会場は、お目当ての物産を買い求め
る大勢の人でにぎわっていました。

輪島も初出荷　朝市まつり

話題の広場
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話題の広場

身近な話題をお知らせください。

力作ずらり（11月１日～３日　有終会館）

中学２年生合同のバンド演奏（10月31日　文化会館）

　当市出身の正津勉さんら詩人４人が、生朗読を披
露するイベントが10月21日、富田小学校で開かれ
ました。この朗読会は、詩との出会いを豊かなもの
にすることを目的に行われ、尚徳中学校区５校の小
学生約100人が参加。児童たちは、詩人自らが語る
夢の世界に引き込まれていました。

詩人が生朗読

　10月31日から11月３日にかけて「第38回大野市総合
文化祭」が開かれました。吹奏楽部の演奏やこども劇な
どのステージ発表、絵画や書道、盆栽などの作品展示に、
訪れた人たちはじっくりと見入っていました。



平成17年成人式
　　市外在住の参加者は申し込みを！

軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

公
民
館
や
社
会
教
育 

　

課
な
ど
に
あ
る
申
込
書
を
提
出

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会 

　

社
会
教
育
課（
☎
66
・
１
１
１
１

　

内
線
５
４
１)

　

来
年
２
月
15
日
ま
で
は
狩
猟
期

間
で
す
。
過
去
に
県
内
で
も
銃
や

猟
犬
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
期
間
中
、
野
山
へ
出
か
け

る
場
合
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
動
物
に
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
、 

　

目
立
つ
色
の
服
装
を
心
掛
け
る

▼
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
携
帯
し
、

　

人
の
存
在
を
知
ら
せ
る

▼
わ
な
を
見
つ
け
て
も
絶
対
に
近 

　

づ
か
な
い

問
合
せ
先　

福
井
県
自
然
保
護
課 

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
３
０
６)

日
時　

12
月
21
日
㊋
午
後
７
時
〜

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　

15
人

参
加
料　

８
０
０
円

申
込
締
切
日　

12
月
15
日
㊌

申
込
・
問
合
せ
先　

勤
労
青
少
年 

　

ホ
ー
ム
（
☎
65
・
７
２
２
１)
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12月

○
市
営
住
宅
（
西
里
団
地
）

　

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

　

募
集
戸
数　

３
戸

　

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜

　
　

１
万
２
５
０
０
円

　

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内  

　
　

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
　
　
　
　
　
　

（
中
挟
団
地
）

　

規
格　

２
Ｄ
Ｋ
風
呂
・
ト
イ
レ
有

　

募
集
戸
数　

１
戸

　

家
賃　

月
額
５
万
７
０
０
０
円

申
込
締
切
日　

12
月
15
日
㊌

そ
の
他　

町
屋
住
宅
も
若
干
空
き 

　

家
あ
り

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課 

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
４)

　

１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
事

業
用
償
却
資
産
に
対
し
て
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
、
該
当
す
る
資
産
を
保
有
ま
た

は
貸
し
付
け
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
資
産
は
、
法
人
税

法
ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所

得
の
計
算
上
、
減
価
償
却
費
と
し

て
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入

さ
れ
る
機
械
・
器
具
・
装
置
・
備

品
・
車
両
・
運
搬
具
・
構
築
物
な

ど
で
す
。

　

期
限
の
１
月
31
日
㊊
ま
で
に
必

ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先　

税
務
課
資
産 

　

税
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
２
７)

　

最
近
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

が
原
因
と
思
わ
れ
る
爆
発
が
相
次

い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
に
含
ま
れ
る

ガ
ス
は
、
引
火
性
が
強
く
、
圧
力

を
か
け
て
押
し
つ
ぶ
す
際
に
爆
発

を
起
こ
す
た
め
、大
変
危
険
で
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
ご
み
と
し

て
出
す
場
合
は
、
中
身
を
使
い
切

る
か
、
布
な
ど
に
吹
き
つ
け
て
出

し
切
っ
た
上
で
、
次
の
こ
と
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
屋
外
で
、
ガ
ス
抜
き
器
な
ど
で

　

穴
を
開
け
て
ガ
ス
を
抜
く

問
合
せ
先　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
65
・
６
１
２
０)

　

ミ
ニ
集
会
と
は
、
青
少
年
育
成

大
野
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
、

市
内
で
行
わ
れ
る
町
内
会
な
ど
に

出
席
し
て
、
青
少
年
の
現
状
や
問

題
な
ど
の
話
題
を
無
料
で
提
供
す

る
も
の
で
す
。

　

１
回
15
分
程
度
で
す
の
で
、
気

市
営
住
宅
な
ど
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

お
せ
ち
料
理
教
室

  　
　
　

  

参
加
者
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

狩
猟
事
故
に
注
意

県
自
然
保
護
課

ミ
ニ
集
会
を
利
用
し
て

社
会
教
育
課

　市外に住民登録した新成人（昭和59年４月２日～
昭和60年４月１日生まれ）で、平成17年成人式に参
加を希望する人は、事前に申し込みが必要です。申
し込みがない場合、成人式の案内が届きません。
※市外在住でも住民登録が市内にある人は、案内が 
　送付されますので、申し込みは不要です
申込方法　電話またはファクスで、氏名・案内を送     
　　　　　付する住所・生年月日・電話番号を連絡
申込締切日　12月10日㊎
その他　・案内は、12月下旬に郵送します
　　　　・参加者には、記念品をお渡しします
申込・問合せ先　教育委員会社会教育課
　（☎66・1111内線542　669・9110）

多
発
し
て
い
ま
す
！

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
爆
発

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

償
却
資
産
の
申
告

　
　

１
月
31
日
ま
で
に

税
務
課

☃
冬の備えは大丈夫ですか？

雪に備える週間
12月１日～７日

快適な冬は一人ひとりの協力から。
冬を迎えるにあたってのルールやマ
ナーについて、みんなで話し合い、
協力して雪対策を進めましょう。

平成17年成人式
 １月９日㊐　午前９時30分～

 文化会館
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● INFORMATION

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
翌
月

末
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
の
額

が
少
な
く
な
る
ほ
か
、
老
齢
基
礎

年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
納
め

て
年
金
を
受
け
取
る
権
利
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
、
口
座
振
替
を
利
用
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
、
口
座
が
あ
る

市
内
の
金
融
機
関
・
農
協
・
郵
便

局
で
、
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
井
社
会
保
険
事
務
所

　
（
☎
０
７
７
６
・
23
・
１
０
０
２
）

　

平
成
17
年
２
月
26
日
㊏
に
開
催

す
る
、
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
団
体

活
動
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
で
あ
れ

ば
、
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
要
領　

活
動
内
容
や
メ
ン
バ 

　

ー
募
集
な
ど
、
市
民
に
ア
ピ
ー

　

ル
し
た
い
内
容
を
記
入

応
募
様
式　

Ａ
４
サ
イ
ズ
１
ペ
ー
ジ

※
書
式
や
書
体
は
問
い
ま
せ
ん
が
、 

　

読
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫

提
出
締
切
日　

１
月
31
日
㊊

提
出
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会 

　

社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
４
１
）

　

本
格
的
な
道
具
を
使
っ
て
ケ
ー

キ
作
り
を
し
て
み
た
い
人
、
親
子

で
楽
し
く
作
っ
て
み
た
い
人
を
募

集
し
ま
す
。

日
時　

12
月
23
日
㊍
〜
25
日
㊏

　

午
前
の
部　

10
時
〜
正
午

　

午
後
の
部　

１
時
〜
３
時

場
所　

ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前

参
加
料　

３
０
０
０
円
（
１
台
）

申
込
方
法　

電
話
で
、
開
催
日
の 

　

１
週
間
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

申
込
・
問
合
せ
先　

ミ
ル
ク
工
房 

　

奥
越
前
（
☎
67
・
１
１
６
６
）

日
程　

平
成
17
年
３
月
26
日
㊏
〜 

　

３
月
31
日
㊍

行
き
先　

東
京
都
小
笠
原
村
父
島

内
容　

洋
上
研
修
・
寄
港
地
活
動

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

参
加
料　

８
万
円

申
込
締
切
日　

12
月
19
日
㊐

申
込
・
問
合
せ
先　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋 

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
１
３
１
１
）

　

11
月
25
日
か
ら
小
松
空
港
を
発

着
す
る
中
国
・
上
海
定
期
便
の
運

航
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
ア
ジ
ア
各
国
へ
の
乗
り

継
ぎ
や
中
国
と
の
経
済
交
流
、
中

国
か
ら
の
観
光
客
誘
致
な
ど
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

毎
週
木
・
日
曜
日
に
一
往
復
を

運
航
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
井
県
政
策
推
進
課 

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
２
２
５
）

　

最
低
賃
金
制
と
は
、
国
が
法
律

に
基
づ
き
最
低
賃
金
額
を
定
め
る

も
の
で
、
使
用
者
は
そ
の
額
以
上

を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

時
間
額　

６
４
３
円

効
力
発
生
日　

10
月
１
日

問
合
せ
先　

福
井
労
働
局
賃
金
室 

　
（
☎
０
７
７
６
・
22
・
２
６
９
１)

日
時　

12
月
21
日
㊋
午
後
３
時
〜 

　

８
時

場
所　

東
湯
・
改
盛
湯
・
亀
山
湯 

　

・
キ
ュ
ー
ピ
ー
湯
・
白
山
湯
・ 

　

日
乃
出
湯
（
五
十
音
順
）

問
合
せ
先　

市
民
課
国
保
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

春
休
み
体
験
ク
ル
ー
ズ

　
　
　
　

参
加
者
募
集

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

県
最
低
賃
金

　

６
４
３
円
（
時
間
額
）

福
井
労
働
局

薬
草
風
呂
の
無
料
開
放

市
民
課

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　
　
　

国
民
年
金
保
険
料

福
井
社
会
保
険
事
務
所

募
集
し
ま
す

　

あ
な
た
の
団
体
活
動

社
会
教
育
課

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前

利
用
く
だ
さ
い

　

小
松
・
上
海
定
期
便

県
政
策
推
進
課

12月31日は製造事業所を対象とした工業統計
調査の日です。12月から来年１月にかけ、対
象となる事業所に調査員が調査票を持って伺
いますので、協力をお願いします。

経済産業省・福井県・大野市

悩みごとの相談は人権擁護委員まで

　12月４日から10日までは「人権週間」です。
　人権擁護委員は、家庭内や近隣とのもめごと、不当な
差別扱いや嫌がらせ・いじめなど人権に関わるさまざま
な相談に応じています。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
日　時　毎月第１・３木曜日
　　　　午後１時30分～３時30分
場　所　天神館（社会福祉協議会横）
人権擁護委員（敬称略）
　多田　正則　伏石16－６　　 ☎67・1491
　松田まつ枝　要町１－14　　 ☎66・0823
　堂東　昭子　中野46－41　　　☎66・3710
　松田八重子　城町７－４　　　☎66・5534
　上田　輝司　森政領家４－４　☎65・1791
　廣瀬　円昌　蕨生22－40　　　☎65・4024
問合せ先　総務課行政係（☎66・1111内線244）

協力をお願いします

工業統計調査　平成16年12月31日



　

豪
雨
、
台
風
、
地
震
と
、
数

々
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
二
〇

〇
四
年
。
忘
れ
か
け
て
い
た
自

然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
、
あ
ら

た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
年

で
し
た
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
。
不
意
の
災
害
に
備
え
て
、

日
ご
ろ
か
ら
避
難
経
路
の
確
認

や
非
常
持
ち
出
し
用
品
の
点
検

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
（
竹
）
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十
二
月
と
い
え
ば
ク

リ
ス
マ
ス
と
答
え
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
▼
ぜ
い

た
く
な
話
だ
が
、
十
二

月
の
フ
ラ
ン
ス
を
旅
し

た
こ
と
が
あ
る
。
セ
ー

ヌ
川
の
船
上
か
ら
眺
め
る
パ
リ
の
街
並
み
は
、

中
世
の
絵
画
を
見
て
い
る
よ
う
。
一
際
目
を
引

い
た
の
が
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
名
高
い
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
大
寺
院
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
天
窓
か

ら
は
幾
色
も
の
光
が
伸
び
、
大
聖
堂
は
神
秘
そ

の
も
の
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

　
〝
聖
母
マ
リ
ア
〞
を
意
味
し
、
パ
リ
以
外
に
も

多
数
あ
る
▼
街
は
壁
を
登
る
サ
ン
タ
の
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
ふ
れ
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
大
通
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
ク

リ
ス
マ
ス
を
彩
る
。
歴
史
や
文
化
、
人
々
の
思

い
な
ど
、
日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
と
は
根
底
に
あ

る
も
の
が
違
う
▼
帰
国
の
朝
、
凱
旋
門
の
展
望

台
か
ら
街
を
一
望
し
て
み
た
。
一
八
三
六
年
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
勝
利
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た

こ
の
門
を
中
心
に
広
が
る
美
し
い
街
並
み
は
今

も
変
わ
ら
な
い
。
「
こ
の
街
が
大
好
き
！
」
出

会
っ
た
パ
リ
っ
娘
た
ち
が
口
々
に
言
う
。
住
む

人
の
そ
ん
な
熱
い
想
い
が
、
街
を
よ
り
美
し
く

輝
か
せ
て
い
る
▼
先
日
、
小
学
生
に
こ
ん
な
質

問
を
し
て
み
た
。
「
大
野
の
十
二
月
と
い
え
ば

？
」
や
や
考
え
込
ん
で
い
た
が
「
う
ち
の
じ
い

ち
ゃ
ん
の
雪
つ
り
と
雪
囲
い
、
す
げ
ぇ
き
れ
い

や
ぞ
！
」
男
の
子
が
口
火
を
切
る
と
「
私
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
か
き
も
ち
を
作
っ
て
ワ
ラ
で

編
ん
で
く
れ
る
ん
や
よ
」
と
嬉
し
い
答
え
。
▼

市
制
五
十
周
年
を
迎
え
た
節
目
の
わ
が
ま
ち
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
大
野
っ
子
た
ち
の
輝
く
瞳
に

〝
大
野
え
え
と
こ
〞
を
再
確
認
し
た
（
羽
）

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

雪
の
重
さ
で
木
の
枝
が
折
れ

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
わ
ら
縄
で

枝
を
固
定
す
る
「
雪
つ
り
」
の

設
置
作
業
が
、
有
終
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
造
園
業
者
の
稲

田
城
司
さ
ん
は
「
バ
ラ
ン
ス
が

肝
心
。
支
柱
の
高
さ
や
縄
の
張

り
方
で
、
見
栄
え
が
全
然
違
っ

て
き
ま
す
」
と
美
し
く
仕
上
げ

る
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

大
野
え
え
と
こ
33

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

㉑

松
原
明
也
邸
（
土
打
二
十
二
ー
一
）

　

市
街
地
か
ら
主
要
地
方
道
大
野
・
勝
山
線
を
通
り

尚
徳
中
学
校
入
り
口
の
十
字
路
を
左
折
、
約
二
百
㍍

進
む
と
右
手
に
位
置
し
ま
す
。
石
垣
と
生
け
垣
で
築

か
れ
た
塀
と
調
和
す
る
美
し
い
門
が
特
徴
的
で
す
。

専
福
寺
（
友
兼
五
ー
ニ
）

　

市
街
地
か
ら
国
道
１
５
８
号
を
通
り
君
が
代
橋
西

端
の
交
差
点
で
右
折
、
約
ニ
㌔
進
む
と
右
手
に
位
置

し
ま
す
。
門
の
横
に
た
た
ず
む
大
き
な
ケ
ヤ
キ
は
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

11月１日現在 前　月　比
世　帯　数 11,964世帯 ＋18世帯
人　　　口 39,417人 －25人

内　訳
男 18,815人 －28人
女 20,602人 ＋3人

10月中の異動
転入 55人 出生 13人
転出 56人 死亡 37人

件数内訳 平成16年
10 月 末

平成15年
10 月 末 比　較

総 件 数 558件 585件 －27件
人
身
事
故

件　数 124件 131件 －7件
死　者 3人 2人 ＋1人
傷　者 155人 191人 －36人

物損事故 434件 454件 －20件


